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同じ説話を引く『江談抄J r和漢朗詠集永済注J r唐鏡J なども， r瑚玉集J からの引用であり，その広範囲に受容さ





に記される同時代物語と共通するプロットのあることを確認したうえで， I長谷と玉による転生J I鏡の物語J I住吉
の加護」など，説話とのかかわりについて論じていく。弁少将が華陽公主から授かる，長谷寺での再会と転生を果た
す役割を持つ「水晶の玉」は， r法華経』五百弟子授記品の「衣珠」が背景にあり， r長谷寺験記』の宝珠のモチーフ




化，中世における伝承の流布等について考察する o r平家物語』の威陽宮謹は， r史記J や「燕太子伝」を源泉としな
がら，燕太子丹と秦始皇帝との物語を綴る朗詠注の影響下に形成されているが，それをさらに展開したのが「成陽宮













借りた中世の一種の教養書として読むことの可能性を提唱する o r古今秘抄J の「よぶこ烏」の本説は独自の説であ
り，類似した説話としては説経『かるかや」に見いだすD 鳥類の親子思愛の姿を物語の展開に用いた作品としては




に見られる，説話生成とその意義，影響等について考察する o r当麻憂陀羅疏J には「発心集」と重なる説話がある
が，それは書承による影響ではなく，浄土宗の談義の場において，他の資料と組み合わせながら新たな説話が形成さ
れてし、く様相を示すものである。「辰翰英華」の後奈良天皇筆法文聞書断簡は， r宝物集」巻五の五戒に関する談義の








て， r朽木桜J が天台法華直談・談義の場で用いられ，新たな説話として生成し， r直談因縁集J にとどめられたこと
が明らかである。また， I薬王品J の鷲にさらわれた子どもが人に養われ，後に実の親と再会する説話は， r七大寺巡
礼私記J 等の良弁僧正説話と重なってくる。このように直談や談義の場が，説話や物語の形成にかかわってくる空間


























共同研究による成果の『続古事談注解j (1 995年刊，和泉書院)があり，近く新資料の『直談因縁集J の本文と研究
も共編によって出版する予定のようで，若手の説話文学研究者として高い評価を得ている o
本論文の特色は，説話の意味を絶えず問し、かけながら，中世文学のさまざまな作品の背景に沈潜する説話的な要素
を別扶し，一つ一つの文学史に占める位置づけをしようとするところにある o 資料の博捜によって『古今秘抄J を見
いだし，従来は研究の対象としではほとんど取り上げられることのなかった浄土宗談義書の意義を確認するとともに，
直談や談義の場での説話生成や改変の様相を明らかにした点など，大きな功績といえよう。物語や説話文学などの成
立には，各種の先行文芸の影響を受けながらも，その出現には複雑な過程があり，それが相互にどのように関連しあ
うのか，説話文学研究には豊富な知識と柔軟な構想力が要求されてくる o 藤原定家作かとされる『松浦宮物語』にお
いて，華陽公主が自らの転生の場として長谷寺を指定して「水晶の玉」を弁少将に授けるが，台座上の月輪中の党字
が変じて如意宝珠となり，さらに吉祥天女の姿になるという説話を解釈に用いる。長谷寺観音の南側には護摩の祈り
の折に吉祥天女が置かれ， しかも手には宝珠を持つ姿だけに， この結び、っきはかなり可能性が認められるであろう。
弁少将が，阿修羅の化身である字文会と戦う場面において，軍勢を二手に分けて挟み撃ちにするとともに，住吉の神
などの加護によって九人の神兵が出現して撃退する構想、は，吉備大臣が野馬台詩を読まされるという窮地に陥った時，
長谷寺観音と住吉明神が難題を解いて救ったことや， r続日本記』に見られる，恵美押勝を討伐した真備の戦法が背
景にあったとする。弁少将は， r宇津保物語』の俊蔭との関連で言及されてきたが，吉備真備がモデルであるとなる
と， これまでとは異なった物語の読みが可能になってくる。説話との関連を説くための，やや強引な結び、つけのきら
いが見られなくもないが，その論証の手続きとして多様な資料と解釈を交えての見解は説得力もあり，定家と漢籍の
教養の指摘など有益な点も多い。
本論では， r戚陽宮』や『不老不死』の奈良絵本だけではなく，数多くのお伽草子類を資料として用いてし、く。『戚
陽宮』について言えば，一つの物語が成立した後に，現存する伝本の数だけ異本が生じ，それぞれが多様な独自の世
界を形成している実態を明らかにする。燕の太子丹が秦国からのがれ，荊刺と秦舞陽を刺客として差し遣わすものの，
結果として失敗し燕は滅ぼされてしまうという筋道は共通しながら，その聞の説話の利用は伝本によってかなり異なっ
てくるo 他の説話資料との関連もさることながら，どうしてそのような現象が生じるのか，奈良絵本の中でも異本の
多さは希有な例だけに，そのあたりは語りの場との関連を含めてさらに考察のほしいところである。それはともかく，
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漢籍や仏典などの資料を駆使し，中世における教養としての知識や，説話の伝流について，文芸作品との関連ととも
に，お伽草子の成立する背景を説いているのは読みの確かさを示すものでもあろう c
申請者が説話研究において重要視する資料に，浄土宗や天台宗の談義書が存するが，僧たちが直談や談義の場にお
いて説話資料を利用し，また改変してし、く様相がこれによって明らかにされてきたD とりわけ中世における浄土宗の
談義書は研究成果も之しく，今後も資料の出現する可能性があろう。そのような中にあって，後奈良天皇の法文聞書
の断簡資料から，浄土宗の僧が談義において『宝物集」を取り込んだ『厭械欣浄集J を利用したと考えられること，
『当麻受陀羅疏』には『発心集J が吸収されながら， さらに他の資料と組み合わせることによって新たな展開をはかっ
ていることなど，ささやかながら一つの道筋ができてきたように思う。天台宗の新資料である「直談因縁集」にして
も，説話資料を用いながらも，談義の場において周辺の文芸とかかわりながら生成してし 1 く指摘は興味深い。
全体として説話文学の諸作品から，鎌倉や室町期の物語， r古今集J の注釈，談義書と，すこし対象が広がりすぎ，
やや統一に欠けた憾みがあり，それぞれの考証についても資料の不足は否定しきれない面も残る。ただ，資料の発掘
と解読を基本におきながら，意欲的に中世の説話文学を開拓し，数々の新見の提言は貴重である o さらにこのような
研究方法をおし進め，説話文学の体系化をはかつていくことを期待したい。このような次第で本審査委員会は，本論
文が博士(文学)の学位請求論文として充分にふさわしい価値のあることを認定するものであるO
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